
平成 22年度  研究実践報告書

豊かな未来 を創 る子 どもた ち

～ 自ら学ぶ 力 と豊 かな心 を育 む学校 図書館 の研 究～

佐賀市立高木瀬小学校

1 はじめに

本校では、本との出会いを大切にして、豊かな心を育む読書センターとしての学校図

書館、また学ぶ力や情報を活用する力を育む学習・情報センターとしての学校図書館とし

て子どもたちの読書活動の担い手になるように、学校司書と連携を図りながら取 り組んだ。

今年度は、年間貸 し出し一人平均 120冊 を目指 して、昨年度以上に貸 し出しが増加する

ように、読書センターや情報・学習センターとして更に充実する取 り組みとともに、研究

重点の⑤「地域や家庭との連携し学びを創造する学校図書館」にも取り組んだ。

2 研究の実際

(1)地域や家庭との連携 し学びを創造する学校図書館

① 高木瀬小 PTAの 活動方針

PTA総会で、PTA会長から、活動方針の一つで「家読 (う ちどく)」 の話があり、

一週間に一度、家族みんなで好きな本を読んで、読んだ本について話す家読 (う

ちどく)を してみませんかという提案があった。 PTA新 聞には、家読 (う ちど

く)の コーナーを設け、お薦めの本の紹介がされた。

② l年生の取り組み～親子読書で回覧板～

読書クイズや読み聞かせなど、読書に興味を持っような授業を授業参観で行い、

最後に「親子読書で回覧板」の取 り組みについて話をした。 20分休みには、一

緒にメディアセンターヘ行ってもらい、子どもたちの様子を見てもらった。

(あ )方法

・金曜日に本を持ち帰り、土 。日で親子読書を行う。翌週の木曜日までに本を持

つてくる。

・クラスでグループを作って回す。 (今年度は、4グループで 7～ 8人 )

・読んだら「親子読書で回覧板」のカー ドに記入する。

・指定の絵本をクラス全員が読み終えたら、終了認定書を渡す。

(い )配布 したプリン ト (う )親子で記入するプリント

・7=::::電
性F'な |′を

r       l、
| ●漱  0壺嗜6に,う

"り
 ■ 8で 縮,a● を■ι、塁選の本時8までにや  [持 つ   |

|    ○クうスでグ,|― プ蜃
"っ

て `本[o籠 します                :

ヽヽ  

…

1:`鷺liた
ら よ夕

空 2■1し

ま
_

喘子読書て回聴様

1量



(え )読書で回覧板のバ ック・本・回覧板のプリン ト

回覧 した本

おうちの人から
子どもの一言感想

① かえるくんに書いた手

紙が届くといいなあと

思 い ま した 。

① さいごのへんが、か

えるがさみしそうだ

った。

②男の子は気づいてい

なかったか ら男の子 に

知らせたかった。

② 久しぶりに手紙が書き

たくなりました。

クラス 1の 1 1の 2 1の 3 1の 4

本の名前 てがみをください

おこだでませんように

ふるやのもり

いろいろおんせん

めっきらもつきらどおんどん

ライオンとばく

こそだてゆうれい

しゅくだい

ごめんねともだち

14ひ きあきまつ り

おかあさんげんきですか ?

はたらきもののあひるどん

ず一つとずっとだいすきだよ

たったさんびきだけのいけ

まゆとおに

ぼくは 1ねんせいだぞ

③高木瀬デー「親子読書券」の発行

2月 の高木瀬デー (授 業参観)で、親子読書を発行 した。 20分休みや昼休みに親

子で、メディアセンターヘきた子には、プラス 1冊本を借りることができるようにし

た。またおうちの方が来れない場合でも、親子読書券を持ってきた子には、おうちの

方が読んでみたい本の貸 し出しを行った。

④やまびこタイム (朝 の読書タイム)

毎週月曜日は、読書タイムとして、全校一斉に取 り組んだ。隔週ごとに、保護者の

ポランティアによるグループ (高 木瀬おはな し会がらっぱ)に読み聞かせをしていた

だき、本の世界に浸る時間をみんなで共有した。

⑤高木瀬おはなし会がらっぱとの連携

月に 1回程度定期的に、昼休みにお話会を開いてもらったり、年に 1回 は、一 日お

話会 (1～ 6年生まで各 1時間ずつ)を 、メディアセンターで行い、学年に応 じた内

容で本の読み聞かせや人形劇などをしてもらった りした。

おわ りに

「親子読書で回覧板」のバックを自分の順番がくると、嬉 しそうに持って帰る子が

多かった。また、一巡 して、次の本が回つてくるのも楽 しみ していた。週に i回 で回

覧するというベースも、家庭で一緒に読書をする時間の余裕もできたようだ。今年度

1年生対象に始めた「親子読書で回覧板」で、家庭との連携も少 し深まっていった。

来年度は、低学年に広げるようにしていきたい。また、日標としていた年間貸 し出し

一人平均 120冊 は、一人王均 144冊 の貸 し出 しになった。今後も子どもたちが、

様々な本に出会うことができる学校図書館を目指 していきたい。
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